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◇表紙写真説明◇

築 60年を超える五十里ダムリニューアル工事
写真提供：大成建設㈱

近年，全国各地で水害が頻発・激甚化しており，ダムはこれら水害の被害軽減に重要な役割を果たし
ているが，気候変動や社会環境の変化に伴い，新たな治水・利水の課題が発生してきている。しかし，
新規ダム建設には多大な費用と時間がかかり，良好なダムサイトも少なくなっていることから，既設ダ
ムを改良し有効活用する必要性が高まってきている。ダム再開発を通して，河川環境の改善や，水源地
域の活性化等も併せて推進する。
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